
　流
山
市
選
出
の
武
田
正
光
議
員
は
、6
月

県
議
会
の
代
表
質
問
に
登
壇
。学
校
給
食
費

無
償
化
、県
職
員
の
飲
酒
運
転
事
故
に
つ
い

て
知
事
の
政
治
姿
勢
を
厳
し
く
追
及
。更
に

コ
ロ
ナ
対
策
、道
路
問
題
な
ど
を
た
だ
し
た
。

※
紙
面
の
関
係
で
主
な
質
疑
応
答
を
掲
載
す
る
。

　
学
校
給
食
費
の
無
償
化

　武
田
議
員　
学
校
給
食
費
の

無
償
化
に
つ
い
て
、
昨
年
6
月

議
会
で「
検
討
す
る
」と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
具
体

的
な
動
き
が
見
え
な
い
。

　
知
事
は
、知
事
選
の
公
約
だっ

　
武
田
議
員　
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
、
収
束
の

見
通
し
が
立
っ
て
お
ら
ず
、
多

く
の
方
々
が
国
外
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
今
後
も
我
が
国
、

更
に
は
本
県
へ
の
避
難
民
が
増

加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
避
難
民
の
方
々

を
、
国
や
地
域
社
会
で
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
安
全
で
平
穏

な
暮
ら
し
が
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
。
そ
こ
で
2
点
伺
う
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
状
況

　
武
田
議
員
　①
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
の
避
難
民
の
状
況
は
ど

う
か
。

　穴
澤
副
知
事　
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
日
本
国
内
へ
避
難
さ
れ
た

方
は
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
に

よ
る
と
、
5
月
30
日
時
点
で

1
，1
4
9
人
と
なって
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
本
県
へ
避
難
さ
れ

た
方
は
、
6
月
1
日
時
点
で
39

た
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　熊
谷
知
事　
未
来
を
担
う
子

供
た
ち
と
保
護
者
を
支
援
し
、

教
育
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。
し
か

し
物
価
の
高
騰
に
よ
り
家
計
への

負
担
の
増
加
が
懸
念
を
さ
れ
、

特
に
成
長
期
の
子
供
が
い
る
世

帯
で
は
影
響
が
大
き
く
、
支
援

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
対
象
の
調
査

に
よ
る
と
、
県
内
21
の
市
町
が
、

給
食
費
無
償
化
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
食
材
費
の
高
騰
は
、

取
組
の
継
続
に
課
題
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
県
と
し
て
も
、
市
町
村
や
保

護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
国
の
経
済
対
策
の
活
用
も

視
野
に
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
　
早
急
に
学
校
給
食
無
償
化

　武
田
議
員 

未
実
施
の
市
町

村
も
含
め
て
県
の
動
向
に
注
目

し
て
お
り
、
県
が
支
援
に
踏
み

切
れ
ば
、
更
に
広
がって
行
く
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
知
事
は
、
早
期
に
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

　熊
谷
知
事　
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
り
、
特
に
子
供
の
多
い

世
帯
に
つ
い
て
、
家
計
負
担
が

増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
世
帯
を
対
象
と
し

た
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
年

度
内
に
は
実
施
で
き
る
よ
う
に
、

速
や
か
に
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

自民党を代表し、6月県議会で
県の姿勢をただす武田正光議員

世
帯
63
人
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
民
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
、

子
ど
も
又
は
高
齢
者
で
、
様
々

な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
避
難
生

活
を
送
って
い
る
状
況
で
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
支
援

　武
田
議
員
　②
避
難
民
の

支
援
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

　穴
澤
副
知
事　
避
難
民
の

方
々
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
状

況
に
応
じ
て
、
き
め
細
や
か
な

支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
市
町

村
等
と
連
携
し
、
見
舞
金
を
支

給
す
る
と
と
も
に
、
避
難
民
の

実
情
に
即
し
て
、
県
営
住
宅
や

一
時
滞
在
先
の
確
保
、
日
本
語

学
習
機
会
の
提
供
な
ど
、
各
種

の
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
避
難
の
長
期
化
を
見
据
え
、

就
労
・
就
学
な
ど
も
含
め
た

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
国
や

市
町
村
、
さ
ら
に
は
企
業
や
地

域
の
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
って
ま

い
り
ま
す
。

　
県
職
員
の
飲
酒
運
転
事
故

　武
田
議
員　
昨
年
6
月
、
八

街
市
で
飲
酒
運
転
の
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
り
、
児
童
5
人
が
死
傷
す
る

事
故
か
ら
1
年
が
経
過
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
日
に
県

職
員
が
飲
酒
運
転
で
事
故
を
お

こ
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
し

　
給
食
費
無
償
化
の

早
期
実
施
に
向
け
て
、

具
体
的
な
制
度
内
容
を
早
期
に

示
し
、市
町
村
と
も
連
携
し
て
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

て
、
自
ら
の
行
動
を
厳
し
く
律

す
る
と
と
も
に
、
県
民
に
範
を

示
す
立
場
と
し
て
飲
酒
運
転
の

根
絶
に
率
先
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
規
定
し
て
い
る
。

　知
事
は
も
ち
ろ
ん
、職
員
に

は
、飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け

た
意
識
の
徹
底
を
強
く
求
め
る
。

　ま
た
、
今
回
に
限
ら
ず
、
悪

い
情
報
は
早
く
報
告
、
公
表
す

る
の
が
組
織
運
営
の
基
本
と
考

え
る
。
5
月
の
公
表
後
も
、
知

事
の
S
N
S
に
、
こ
の
件
を
取

り
上
げ
た
形
跡
は
な
い
。
県
政

の
動
き
を
発
信
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
良
い
情
報
だ
け
で
な
く
、

悪
い
情
報
も
含
め
て
発
信
す
る

の
が
、
ト
ッ
プ
に
立
つ
者
と
し

て
の
役
割
で
は
な
い
か
。

　知
事
に
お
い
て
は
、
情
報
発

信
に
あ
た
っ
て
は
、
十
分
に
お

考
え
い
た
だ
い
た
上
で
適
切
に

行
わ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

か
も
、
県
が
こ
の
事
実
を
公
表

し
た
の
は
、
事
故
か
ら
10
か
月

以
上
たった
5
月
だった
。

　
今
回
の
県
職
員
に
よ
る
飲
酒

運
転
事
故
の
公
表
が
遅
く
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
知
事
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　熊
谷
知
事　
八
街
市
で
の
事

故
の
翌
日
に
、
職
員
が
飲
酒
運

転
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
は
、

誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
重
く
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
事
案
の
公
表
時
期
に

つい
て
は
、
任
意
で
捜
査
が
進
め

ら
れ
た
こ
と
か
ら
捜
査
状
況
見

極
め
の
た
め
、
そ
の
時
点
で
公

表
し
な
かった
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
起
訴
時
点
で
公
表
も

考
え
ま
し
た
が
、不
起
訴
と
なっ

た
こ
と
か
ら
、
懲
戒
処
分
の
時

点
で
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
県
民
の
信
頼
を
失
う

　武
田
議
員　
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
の
事
実
が
あ
っ
た
以
上
、

処
分
と
は
別
に
公
表
し
て
も
良

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
回
の

事
故
で
県
に
対
す
る
県
民
の
信

頼
は
大
き
く
失
わ
れ
た
が
、

　
知
事
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。　熊

谷
知
事　
職
員
が
飲
酒
運

転
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
は
、

誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
重
く
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
、
法
令
遵
守

の
徹
底
を
図
り
、
厳
正
な
服
務

規
律
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
職
員
が一丸
と
な
って
、
信

頼
回
復
に
向
け
、
飲
酒
運
転
の

根
絶
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
「
千
葉
県
飲
酒
運
転

の
根
絶
を
実
現
す
る

た
め
の
条
例
」に
は
、
我
々
議

員
は
も
と
よ
り
、
知
事
、
県
職

員
な
ど
公
職
に
あ
る
者
に
対
し

武田正光議員・代表質問一覧
※黄色の帯は、本リポートで取り上げた質問
1 知事の政治姿勢→1面
2 令和4年度の財政運営
3 地域経済の活性化
4 新型コロナウイルス感染症への対応→2面
5 ウクライナからの避難民の支援→1面
6 行財政運営
7 成田空港
8 防災対策
9 子ども医療費
10 医師の確保
11 金属スクラップヤード等への対応→2面
12 カーボンニュートラルの推進
13 農林水産業の推進
14 県内の幹線道路ネットワーク→2面
15 スポーツ・文化振興
16 教育問題
17 交通安全対策

確
か
な
支
援
を

飲
酒
運
転
根
絶
求
む

学
校
給
食
費
の
無
償
化
公
約
守
れ

6月県議会
代表質問
6月県議会
代表質問

知事の政治姿勢問うウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民

発　行／自由民主党千葉県議会議員会 〒260-0855 千葉市中央区市場町2番13号　電話043（227）7411

〈1〉 令和4年9月17日（土）



　
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
取
組

　
武
田
議
員　
最
近
の
新
規
感

染
者
数
は
全
国
的
に
減
少
傾
向

に
あ
り
、
規
制
緩
和
の
取
組
が

本
格
化
し
て
い
る
が
、
感
染
拡

大
に
繋
が
る
と
の
声
も
あ
り
、

必
要
な
医
療
提
供
体
制
等
の
確

保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
県
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
促
進
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
滝
川
副
知
事　
県
で
は
、
市

町
村
や
医
療
機
関
な
ど
と
連
携

す
る
と
と
も
に
、
J
R
津
田
沼

駅
に
近
接
す
る
県
集
団
接
種
会

場
に
お
い
て
接
種
を
進
め
、
5

月
末
現
在
の
3
回
目
接
種
率

は
、
12
歳
以
上
で
66
％
、
60
歳

以
上
で
88
％
と
なって
い
ま
す
。

　
ま
た
、
4
回
目
接
種
に
つ
い

て
は
、
5
月
末
か
ら
市
町
村
で

順
次
開
始
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

7
月
か
ら
県
接
種
会
場
で
も
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　
若
い
世
代
の
接
種
促
進

　
武
田
議
員
　
若
い
世
代
の
接

種
促
進
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
滝
川
副
知
事　
集
団
接
種

会
場
で
平
日
の
受
付
時
間
を
夜

8
時
ま
で
延
長
し
、
ま
た
、
土

曜
日
の
接
種
を
行
う
な
ど
に
よ

り
、
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
大
学
や
専
門
学
校
等

に
対
し
、
職
域
接
種
の
実
施
や
、

集
団
接
種
会
場
の
活
用
な
ど
を

働
き
か
け
、
更
に
S
N
S
に
よ

る
情
報
発
信
等
で
、
若
者
への
働

き
か
け
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
受
診
・
検
査
体
制
の
強
化
　

武
田
議
員
　
感
染
拡
大
が
生
じ

て
も
、
迅
速
・
ス
ム
ー
ズ
に
受

診
や
検
査
が
で
き
る
体
制
を
強

化
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
滝
川
副
知
事　
県
で
は
、
発

熱
外
来
を
行
う
医
療
機
関
の
拡

充
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
お

り
、
5
月
末
で
発
熱
外
来
医
療

機
関
は
1
，3
6
4
か
所
、
発

熱
外
来
指
定
医
療
機
関
は
、
9 

1
8
か
所
と
なって
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
検
査
能
力
も
、
1
日

約
4
万
1
千
件
へ
と
拡
充
し
、

更
に
高
齢
者
施
設
等
に
検
査

キ
ッ
ト
を
配
付
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
速
や
か
に
受
診
・

検
査
が
で
き
る
体
制
の
強
化
・

充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
千
葉
県
医
師
会
の
協
力

　
武
田
議
員
　
発
熱
外
来
の

指
定
増
加
に
向
け
、
千
葉
県
医

師
会
の
協
力
を
ど
う
得
て
い
る

　
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
規
制

　
武
田
議
員
　
県
は
、
金
属
ス

ク
ラッ
プ
ヤ
ー
ド
等
の
規
制
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
熊
谷
知
事　
昨
年
度
か
ら
実

態
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年

度
末
ま
で
に
、
3
3
2
か
所
の

事
業
場
の
内
、
1
0
8
か
所
で

騒
音
・
振
動
、
火
災
の
発
生
等

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
実
態
調
査
を
踏
ま
え
る
と
、

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
等
に
着

さ
せ
る
う
え
で
大
変
重
要
で
す
。

　
現
在
、
圏
央
道
は
、
令
和
6

年
度
の
県
内
区
間
全
線
開
通
に

向
け
、
工
事
な
ど
が
進
め
ら
れ
、

北
千
葉
道
路
は
、
国
施
工
区
間

の
早
期
整
備
に
向
け
て
協
力
す

る
と
と
も
に
、
県
施
工
区
間
も

整
備
を
推
進
し
、
早
期
の
全
線

開
通
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
新
た
な
湾
岸
道
路
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
・
沿
線
市
が
意
見

交
換
す
る
場
を
設
定
し
、
国
に

よ
る
検
討
が
具
体
的
に
進
む
よ

う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

　
武
田
議
員
　
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
は
、ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
穴
澤
副
知
事　
銚
子
連
絡

道
路
は
、
横
芝
光
町
か
ら
匝
瑳

市
ま
で
の
5
㎞
区
間
の
令
和
5

年
度
供
用
に
向
け
て
整
備
を
進

め
、
続
く
匝
瑳
市
か
ら
旭
市
ま

で
の
13
㎞
区
間
は
、
今
年
度
新

た
に
事
業
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
は
、
県

道
茂
原
大
多
喜
線
ま
で
の
2
・

5
㎞
区
間
の
令
和
5
年
度
供
用

に
向
け
て
整
備
を
進
め
、
事
業

中
区
間
に
続
く
茂
原
市
か
ら一宮

町
ま
で
の
区
間
は
、
事
業
化
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
道
2
7
9
号
、

国
道
3
5
6
号
、
国
道
4
1
0

号
等
も
、
地
元
の
ご
理
解
と
ご

の
か
。

　
滝
川
副
知
事　
こ
れ
ま
で

も
、
千
葉
県
医
師
会
と
意
見
交

換
を
重
ね
、
発
熱
外
来
の
指
定

増
加
等
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
と
県
医
師
会
合
同
に

よ
る
説
明
会
開
催
や
指
定
促
進

の
Q
&
A
を
作
成
・
公
表
す
る

な
ど一層
の
連
携
に
努
め
て
お
り

ま
す
。　

発
熱
外
来
の
指
定

数
だ
が
、
千
葉
県
は
、

全
国
的
に
見
て
も
少
な
い
状
況

だ
。
千
葉
県
医
師
会
と
も
意
見

交
換
を
行
い
、
指
定
増
加
等
に

努
め
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

事
務
方
任
せ
で
な
く
、
知
事
自

ら
も
直
接
働
き
か
け
て
、
よ
り

一層
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

　
自
宅
療
養
者
等
へ
の
対
応

目
し
た
規
制
が
必
要
と
認
識
を

し
て
お
り
、
今
後
、
県
条
例
の

制
定
に
つい
て
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
生
活

環
境
を
守
り
つ
つ
、
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
を
し
っ

か
り
確
保
す
る
に
は
、
ど
の
よ

う
な
規
制
を
す
る
の
が
適
当

か
検
討
し
、
効
果
的
な
対
策

を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望

す
る
。

　
広
域
的
幹
線
道
路
網
の
整
備

　
武
田
議
員
　
広
域
的
な
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
熊
谷
知
事　
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
、
半
島
性
を

克
服
し
、
県
内
を
広
く
活
性
化

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
整

備
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
境
の
橋
梁
整
備
へ
の
取
組

　
武
田
議
員
　
隣
接
都
県
と
の

交
流
・
連
携
の
強
化
に
向
け
、

県
境
橋
梁
の
整
備
は
、ど
う
か
。

　
穴
澤
副
知
事　
埼
玉
県
と
の

県
境
で
は
、（
仮
称
）三
郷
流
山

橋
につい
て
、
今
年
度
中
の
完
成

を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
お

り
、
東
京
都
と
の
県
境
で
は
、

今
年
度
よ
り（
仮
称
）押
切
・
湊

橋
を
新
規
事
業
化
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
茨
城
県
と
の
県
境
で

は
、
利
根
川
渡
河
橋
に
つい
て
、

現
在
、
事
業
化
に
向
け
て
茨
城

県
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
今

　
武
田
議
員
　
自
宅
療
養
者
等

へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
滝
川
副
知
事　
現
在
、
保

健
所
が
自
宅
療
養
開
始
に
当

た
っ
て
、
携
帯
電
話
に
よ
り
療

養
生
活
に
必
要
な
情
報
を
提
供

し
、
ま
た
、
自
宅
療
養
中
の
健

康
不
安
等
に
対
し
て
、
24
時
間

体
制
の
フ
ォロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を
本
年
2
月

に
は
約
9
万
5
千
台
ま
で
確
保

台
数
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
医
療
機
関
や
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
と
連
携
し
た

往
診
等
実
施
体
制
の
強
化
、
酸

素
吸
入
器
の
確
保
等
、
自
宅
療

養
者
等
に
対
す
る
診
療
体
制
の

確
保
を
図
って
い
ま
す
。

　
保
健
所
の
体
制
強
化

　
武
田
議
員
　
保
健
所
の
体
制

強
化
は
ど
う
か
。

　
滝
川
副
知
事　
4
月
か
ら
保

健
所
職
員
を
さ
ら
に
16
名
増
員

し
た
ほ
か
、
人
材
派
遣
会
社
の

活
用
な
ど
に
よ
り
、
人
員
体
制

の
強
化
を
図
って
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
充
実
、

自
動
音
声
応
答
シ
ス
テ
ム
導
入

な
ど
、
保
健
所
の
業
務
効
率
化

も
図
って
お
り
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
い
方
への
支
援
を
保
健

所
が
重
点
的
に
実
施
で
き
る
体

制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
臨
時
医
療
施
の
活
用

　
臨
時
医
療
施
設
の
活
用
に
向

け
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
滝
川
副
知
事　
臨
時
医
療
施

設
は
、
県
の
医
療
提
供
体
制
を

補
完
し
、
医
療
機
関
の
負
担
軽

減
等
に
資
す
る
た
め
に
は
、
柔
軟

な
運
用
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
投
薬
治
療
だ
け

で
な
く
入
院
待
機
患
者
や
介
助

を
要
す
る
高
齢
の
軽
症
患
者
、

基
礎
疾
患
等
に
よ
り
宿
泊
療
養

施
設
入
所
が
難
し
い
方
の
受
入

れ
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
利
用
し
や
す
い
施
設

と
な
る
よ
う
、
地
域
の
医
療
機

関
と
の
意
見
交
換
な
ど
も
進
め

な
が
ら
効
果
的
な
活
用
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
医
療
関
係
の
業
務

委
託
に
当
た
っ
て
は
、

県
と
し
て
発
注
者
と
し
て
の
責

任
を
持
ち
、
事
業
者
と
の
情
報

共
有
や
進
捗
管
理
、
実
施
状

況
の
チ
ェッ
ク
な
ど
を
通
じ
て
、

適
切
な
業
務
運
営
に
努
め
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

後
、
橋
梁
の
予
備
設
計
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　
広
域
的
な
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
産
業
の

振
興
、
更
に
国
土
強
靭
化
を
実

現
す
る
た
め
に
も
重
要
な
社
会

基
盤
で
あ
る
。

　
圏
央
道
は
、
令
和
6
年
度
の

開
通
に
向
け
て
確
実
な
事
業
の

推
進
を
、
北
千
葉
道
路
は
、
早

期
の
全
線
開
通
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

　
新
た
な
湾
岸
道
路
も
本
県
の

発
展
の
た
め
大
変
重
要
な
道
路

で
あ
り
、早
期
に
計
画
の
具
体

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
ア
ク
セ
ス
道
路
や
県
境
橋
梁

に
つ
い
て
も
、
着
実
に
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
未
事
業
化

区
間
の
事
業
化
に
向
け
た
検
討

を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

自
席
か
ら
再
質
問
す
る
武
田
正
光
議
員

規
制
条
例
制
定
へ

幹
線
道
路
網
の
整
備
早
め
よ

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
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